
　

豊
か
な
水
を
求
め
て

　

国
営
山
王
海
農
業
水
利
事
業
と
し
て
、
北
上

川
水
系
葛
丸
川
に
葛
丸
ダ
ム
が
平
成
三
年
度(

平

成
三
年
十
一
月)

に
総
工
事
費
約
百
十
五
億
円

で
築
造
さ
れ
て
三
〇
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
本
事
業
で

は
、
一
期
事
業
で
葛
丸
ダ
ム
の
他
、
稲
荷
・
中
央
、

葛
丸
・
葛
丸
上
流
の
各
頭
首
工
、
幹
線
用
水
路
、

導
水
ト
ン
ネ
ル
を
建
設
し
、
二
期
事
業
で
山
王

海
ダ
ム
の
嵩
上
げ
、
取
水
ト
ン
ネ
ル
、
用
水
管

理
施
設
を
建
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
特
徴
と
し
て
、
一
つ
は
山
王
海

ダ
ム
の
嵩
上
げ
と
、
も
う
一
つ
は
ダ
ム
容
量
以

上
の
流
域
面
積
を
有
す
る
葛
丸
川
の
葛
丸
ダ
ム

と
、
貯
水
容
量
を
確
保
す
る
た
め
の
ダ
ム
サ
イ

ト
と
し
て
は
恵
ま
れ
て
い
る
が
流
域
面
積
が
小

さ
い
滝
名
川
の
山
王
海
ダ
ム
を
導
水
・
取
水
の

二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
で
接
続
し
、
限
ら
れ
た
流
域

の
水
を
や
り
取
り
し
て
最
大
限
に
有
効
活
用
す

る
親
子
ダ
ム
の
機
能
で
す
。

　

葛
丸
ダ
ム
を
形
成
す
る
渓
谷
や
渓
流
は
四
季

を
通
じ
て
景
観
が
美
し
く
、
秋
に
は
多
く
の
方

が
紅
葉
狩
り
に
訪
れ
ま
す
。

〜
築
造
か
ら
三
〇
年
　
葛
丸
ダ
ム
〜

改良区の概要
受益面積 3,810ha
組合員数 2,335名
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組
合
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
で
収
穫

作
業
が
一
段
落
し
た
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
素
は
当
土
地
改
良
区
の
業

務
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
の
稲
作
は
幾
多
の
気
候
変
動
が

あ
り
な
が
ら
も
生
育
が
順
調
に
推
移
す

る
と
共
に
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
の
発

生
も
な
く
、
作
況
が
「
や
や
良
」
と
実

り
多
い
収
穫
で
あ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
し
か
し
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
社

会
経
済
活
動
の
自
粛
に
よ
る
米
需
要
低

迷
に
よ
り
Ｊ
Ａ
米
の
概
算
金
が
大
幅
に

引
き
下
げ
ら
れ
、
稲
作
経
営
は
厳
し
い

状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
国
で
は
米
需
要

拡
大
支
援
策
と
し
て
特
別
枠
を
設
け
て

市
場
隔
離
し
、
適
切
な
価
格
を
取
引
で

き
る
環
境
を
整
え
る
と
表
明
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
各
自
治
体
に
お
い
て
も

支
援
策
を
発
表
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
策
が
効
果
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
一
刻
も
早
く

「
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
」
と
な
り
経
済
活
動
が

活
発
化
す
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
の
か
ん
が
い
用
水
は
山

王
海
、
葛
丸
両
ダ
ム
の
貯
水
量
は
三
月

中
に
順
調
に
充
分
貯
水
さ
れ
、
四
月
六

日
か
ら
の
施
設
点
検
通
水
を
経
て
四
月

二
十
六
日
か
ら
配
水
計
画
に
基
づ
い
て

本
配
水
を
実
施
致
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
水
利
権
の
前
倒
し
か
ら
三
年
目
と

な
り
組
合
員
に
広
く
周
知
さ
れ
、
水
需

要
の
平
準
化
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
気
候
変
動
に
対

応
し
な
が
ら
適
正
な
配
水
調
整
に
努
め

て
、
九
月
五
日
に
通
水
を
無
事
終
了
し

ま
し
た
。
こ
の
間
、
配
水
業
務
に
多
大

な
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
水
利
調
整
組
合

を
始
め
、
関
係
者
に
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
な
お
、
親
子
ダ
ム
機
能
の
山
王

海
ダ
ム
か
ら
葛
丸
ダ
ム
へ
の
戻
し
量
は

約
七
百
万
㎥
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

山
王
海
、
葛
丸
両
ダ
ム
の
合
計
残
量
は

約
千
五
百
万
㎥
（
平
年
の
九
十
七
％
）

で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
九
月
六
日

か
ら
は
来
季
に
向
け
葛
丸
上
流
頭
首
工

か
ら
山
王
海
ダ
ム
へ
の
導
水
を
開
始
し

て
お
り
ま
す
。
令
和
二
年
に
水
害
の
激

甚
化
に
伴
う
ダ
ム
の
洪
水
調
整
機
能
の

強
化
が
法
制
化
さ
れ
、
新
た
に
治
水
協

定
を
締
結
し
常
時
気
象
変
動
を
注
視
し

ダ
ム
の
管
理
業
務
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
山
王
海
地
区
国
営
事
業
の
進
捗
状
況

は
「
防
災
減
災
国
土
強
靭
化
三
ヶ
年
緊

急
対
策
」
で
ダ
ム
の
点
検
結
果
に
基
づ

い
て
「
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
」
に
よ
り
山
王
海
、
葛
丸
両
ダ
ム
に

お
い
て
非
常
時
で
も
遠
方
監
視
な
ど

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
強
化
す
る
シ
ス
テ

ム
の
構
築
と
葛
丸
ダ
ム
で
の
停
電
時
に

お
け
る
連
続
稼
働
時
間
を
延
長
で
き
る

非
常
用
発
電
設
備
の
整
備
を
東
北
農
政

局
直
轄
事
業
と
し
て
本
年
度
末
ま
で
に

完
工
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
平
成
三
十
年
度
に
採
択
さ
れ
ま

し
た
国
営
事
業
「
山
王
海
三
期
」
地
区

調
査
の
実
施
状
況
は
国
の
北
上
土
地
改

良
調
査
管
理
事
務
所
に
お
い
て
実
施
中

で
あ
り
、

(

一)

水
需
要
変
動
へ
の
対
応

(

二)

ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
強
化

(

三)

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
り

組
み
（
小
水
力
発
電
）

(

四)

施
設
の
老
朽
化
対
策

を
基
本
に
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
お
り
、
三
月
の
通
常
総
代
会
ま

で
に
は
全
容
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
県
営
事
業
石
鳥
谷
西
部
地
区
「
農
業

競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業
」
は
調
査

費
も
順
調
に
予
算
化
さ
れ
、
諸
課
題
を

地
区
推
進
委
員
と
関
係
機
関
が
一
体
と

な
り
、
解
決
し
な
が
ら
進
行
し
て
お
り

ま
す
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
事
業
推
進
の
た
め
の
重
要
な
換
地
業

務
を
職
員
体
制
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
県

よ
り
換
地
等
調
整
業
務
を
受
託
し
「
換

地
業
務
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」
等
を
導

入
し
業
務
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
一

刻
も
早
く
工
事
着
手
が
成
さ
れ
る
よ
う

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
努
め
て
参

り
ま
す
。

　
本
年
よ
り
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

「
働
き
方
改
革
」
の
一
環
と
な
る
、
各

種
業
務
日
誌
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
決

裁
の
脱
印
鑑
な
ど
進
め
る
た
め
に
、
試

験
的
に
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

検
証
し
た
結
果
、
事
務
の
煩
雑
化
が
解

消
さ
れ
、
六
月
よ
り
運
用
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
時
代
に
対
応
す

べ
く
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
に
使
用
す
る
機
器
を

導
入
し
、
各
種
会
議
に
参
加
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
文
書
保
存
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
検
討
す
る
よ
う
提
案
が
あ
り
処
務

規
程
の
見
直
し
を
考
え
て
お
る
所
で
あ

り
ま
す
。

　
去
る
、
八
月
六
日
に
令
和
三
年
度
第

一
回
臨
時
総
代
会
を
開
催
し
、
令
和
二

年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
、
本
年

度
の
補
正
予
算
な
ど
、
六
案
件
を
上
程

し
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
業
務
は
困
難

な
部
分
が
有
り
ま
す
が
、
関
係
者
の
協

力
と
理
解
を
得
な
が
ら
、
お
お
む
ね
計

画
通
り
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

決
算
は
複
式
簿
記
会
計
に
な
っ
て
か
ら

四
年
経
過
し
ま
し
た
が
、
令
和
四
年
度

か
ら
は
農
水
省
の
新
会
計
基
準
に
移
行

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
令
和
二
年
度
の
賦

課
金
徴
収
率
は
九
十
九
・
二
％
で
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
公
平
公
正
の
原

則
の
下
、
組
合
員
と
良
好
な
関
係
を
保

ち
つ
つ
、
特
別
徴
収
月
間
を
設
け
て
、

役
職
員
一
体
と
な
り
徴
収
活
動
し
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
の
社
会
経
済
活

動
が
混
迷
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
新
た
な
変
革
が
動
き
出

し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
密
か
ら

疎
」
「
新
た
な
日
常
生
活
の
変
容
」

「
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
模
索
」
な
ど
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
こ
れ
ら
の
こ
と

を
念
頭
に
土
地
改
良
区
と
し
て
も
真
剣

に
検
討
し
、
業
務
執
行
に
取
り
入
れ
る

価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
も
来
年
度
の
事
業
計
画
を
中
長

期
計
画
の
基
に
立
案
す
る
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
日
常
活
動
の
中
か
ら
組
合
員

の
意
見
、
関
係
機
関
か
ら
の
ご
指
導
を

頂
き
な
が
ら
「
組
合
員
の
た
め
に
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
事
業
計
画
を
制
定
し
て
予

算
を
編
成
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
冬
は
積
雪
が
多
い
と
予

想
さ
れ
立
冬
が
過
ぎ
ま
す
と
寒
さ
も
一

段
と
厳
し
く
な
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆

様
に
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
を
心
掛

け
、
ご
健
勝
で
益
々
の
ご
繁
栄
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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令
和
三
年
度

第
一
回
臨
時
総
代
会
開
催

令
和
二
年
度
決
算
な
ど
六
議
案
を
決
定

　
令
和
三
年
度
第
一
回
臨
時
総
代
会

は
、
去
る
八
月
六
日
（
金
）
午
前
九

時
よ
り
当
土
地
改
良
区
二
階
会
議
室

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
現
員
五
十
名
の
内
、
四
十
五

名
出
席
の
も
と
、
小
田
中
英
世
一
番

理
事
が
開
会
を
宣
し
、
高
橋
勘
一
理

事
長
が
挨
拶
を
申
し
述
べ
た
。
　

　
次
い
で
議
長
選
出
を
諮
っ
た
結

果
、
第
七
区
（
石
鳥
谷
地
区
）
照
井

明
弘
総
代
が
選
出
さ
れ
、
議
事
録
記

名
人
に
は
第
一
区
（
志
和
地
区
）
畠

山
進
総
代
、
第
二
区
（
水
分
地
区
）

野
村
勝
弘
総
代
が
指
名
さ
れ
、
議
事

に
入
っ
た
。

　
提
出
議
案
六
案
件
に
つ
い
て
審
議

の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

満
場
に
よ
り
、
可
決
確
定
さ
れ
、
午

前
十
時
二
十
一
分
、
八
重
樫
康
治
二

番
理
事
が
閉
会
を
宣
し
た
。

第
四
号
議
案
　
基
本
財
産
の
設
定
に

つ
い
て

第
五
号
議
案
　
令
和
三
年
度
一
般
会

計
収
入
支
出
第
一
次
補
正
予
算
に

つ
い
て

第
六
号
議
案
　
令
和
三
年
度
特
別
会

計
収
入
支
出
第
一
次
補
正
予
算
に

つ
い
て

〔
審
議
決
定
さ
れ
た
議
案
内
容
〕

第
一
号
議
案
　
令
和
二
年
度
事
業
報

告
並
び
に
財
産
目
録
の
承
認
に
つ

い
て
（
別
掲
参
照
）

第
二
号
議
案
　
令
和
二
年
度
一
般
会

計
収
入
支
出
決
算
の
承
認
に
つ
い

て
（
別
掲
参
照
）

第
三
号
議
案
　
令
和
二
年
度
特
別
会

計
収
入
支
出
決
算
の
承
認
に
つ
い

て
（
別
掲
参
照
）

議長を務めた照井明弘総代（石鳥谷）

 【
役
員
総
代
協
議
会
】

▽
七
月
二
十
日

令
和
三
年
度
第
一
回
臨
時
総
代
会

提
出
案
件
に
つ
い
て
（
活
発
な
質

疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
）

 【
理
事
会
】

▽
四
月
十
五
日

滞
納
処
分
認
可
申
請
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
他
三
案
件

▽
六
月
十
五
日

令
和
三
年
度
土
地
改
良
事
業
の
発

注
に
つ
い
て
　
　
　
　
他
六
案
件

▽
六
月
二
十
五
日

勘
定
科
目
の
設
定
に
つ
い
て
　
　
　
　

他
一
案
件

▽
七
月
九
日

令
和
三
年
度
第
一
回
臨
時
総
代
会

提
出
案
件
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
一
案
件

▽
七
月
二
十
八
日

令
和
三
年
度
役
員
研
修
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
一
案
件

▽
八
月
十
七
日

職
員
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

▽
九
月
十
六
日

分
収
造
林
契
約
の
伐
期
・
存
続
期

間
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
三
案
件

▽
九
月
二
十
七
日

国
営
土
地
改
良
事
業
「
山
王
海
三

期
地
区
」
整
備
構
想
案
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
一
案
件

▽
十
月
十
五
日

職
員
採
用
に
つ
い
て
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▽
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和
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年
十
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事務費
202,231,258
（53.7％）

事務費
202,231,258
（53.7％）

維持管理費
33,037,786（8.8％）

財産費
83,544,585
（22.2％）

財産費
83,544,585
（22.2％）

区債及借入金
26,304,100（7.0％）

負担金及寄付金
18,887,400（5.0％）

その他支出
12,376,232（3.3％）

支出合計
376,381,361

その他収入
17,989,209（4.2％）

組合費
201,607,670
（47.6％）

組合費
201,607,670
（47.6％）

補助金
6,274,000（1.5％）

交付金
10,825,000（2.6％）

繰入金
95,738,607
（22.6％）

繰入金
95,738,607
（22.6％）

受託料
50,166,000
（11.8％）

繰越金
40,955,059（9.7％）

収入合計
423,555,545

項目
地区名

収　　　入　　　の　　　部 支　　　出　　　の　　　部
差引残金

賦課金 雑収入 繰入金 その他 繰越金 計 繰出金 管理費 諸　費 その他 計
償 還 会 計 983 48 1,874 2,905 29 2 借入金

948 979 1,926

南 野 原 県 ぽ 1,992 701 2,693 2,693 2,693 0

赤 石 第 二 県 ぽ 888 2,891 3,779 3,779 3,779 0

上 平 沢 県 ぽ 2 2,311 641 2,954 2,954 2,954 0

八 幡 東 部 県 ぽ 1,876 67 1,133 3,076 1,626 15 1,641 1,435

南 日 詰 県 ぽ 3,479 2 9,927 13,408 3,403 160 9 3,572 9,836

県 営 土 地 総 黒 西 5,247 4 3,163 8,414 4,662 10 4,672 3,742

県営土地総南寺林 3,349 57 791 4,197 3,954 7 3,961 236

県営土地総中寺林 5,920 1,152 1,637 8,709 6,303 14 6,317 2,392

( 単位：千円 )

科　　　　　　　目 金　　額
Ⅰ　資産の部

1　流動資産
　　現金及び預金 68,033,090
　　未収賦課金等 1,975,572
　　短期未収金等 14,124,091
　流動資産合計 84,132,753
2　固定資産
　　有形固定資産 191,910,826
　　基本財産 5,000,000
　　特定資産
　　　役員退職手当積立金 4,454,956
　　　職員退職給与積立金 56,738,372
　　　庁舎維持管理費積立金 21,629,533
　　　財政調整基金積立金 210,087,927
　　　各種積立金等 232,042,518
　　特定資産合計 524,953,306
　　その他資産 4,098,522
　固定資産合計 725,962,654
資産合計 810,095,407

科　　　　　　　目 金　　額
Ⅱ　負債の部

1　流動負債
　　　未払金 14,754,992
　　　預り金 662,027
　流動負債合計 15,417,019
2　固定負債
　　　長期借入金 49,186,563
　　　役員退職手当引当金 4,454,956
　　　職員退職給与引当金 56,738,372
　　　国県営造成施設等維持管理費引当金 189,288,191
　　　決済金引当金等 42,754,327
　固定負債合計 342,422,409
負債合計 357,839,428

Ⅲ　正味財産の部
　　指定正味財産 0
　　一般正味財産 452,255,979
　正味財産合計 452,255,979
負債及び正味財産合計 810,095,407

( 単位：円 )

令和２年度 決算報告
令和３年３月３１現在一般会計  収支決算

特別会計  収支決算

貸借対照総括表（一般会計と特別会計を併せた総括表）

※１ 短期未収金等について
令和２年度の事業に対する県・市町からの助成金及び受託料
であり、令和３年４月末までに全額収入をしております。

※２ 未払金について
令和２年度の工事費及び管理費等で、令和３年４月末までに
全額支払いをしております。

※１

※２

一般会計自己資本比率  55.01％　 一般会計流動比率  415.98％

( 単位：円 )
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項　　　　　　目 事 業 費（円）
管理費 4,047,227
地域用水対策費 1,772,463
適正化事業負担金 239,400
その他諸費 964,401

合　　　　　計 33,037,786

令和２年度 事業報告
一 地区及び組合員の状況

（令和３年３月３１日現在）

令和元年度 令和２年度 増　　減
　　　　　地　区　面　積　(ha) 3,813 　　　3,810 △ 3
　　　　　組　合　員　数　(人) 2,571 2,334 △ 237

項　　　　　　目 事 業 費（円）
維持費 15,460,496
維持管理事業費 2,937,000
用水管理費 4,522,709
水利調整費 3,094,090

二 事業の状況

１．維持管理費を以って支出した経費の状況

工 事 施 行 地 区 事 業 費 計（円）
4 水利調整組合 4 件 2,937,000

３．基幹水利施設管理事業の状況
　（1）令和 2 年度事業実施内容

施　設　名 事 業 費（円） 事　業　内　容
山 王 海 ダ ム 24,613,000 点検整備費、施設管理費等
葛 丸 ダ ム 14,627,000 〃
稲 荷 頭 首 工 3,946,000 〃
葛 丸 頭 首 工 4,384,000 〃

合　　　　計 47,570,000

４．国営造成施設管理体制整備促進事業（管理体制整備型）の状況

三 事務の経過

各種会議の開催状況

会　議　名 回数 備  　　　　考
監 査 11 総合監査、会計監査、造林地監査、現場監査
水 利 委 員 会 1 2月
事 業 委 員 会 1 2月
役員、総代協議会 2 9月、3月
滞納金検討会 3 6月、10月、3月

２．維持管理事業の概要
　（1）維持管理事業

項　　　　　　目 事 業 費(円) 事　業　内　容
計画策定事業 500,000 計画書取りまとめ

推進活動事業 1,001,000
山王海・水土里ふれあいマップ作成
土地改良区広報誌掲載（第128 号11月1日発行）

強化支援事業 10,042,000 施設管理費助成（改良区交付金）
諸　費 251,000 一式

合　　　　計 11,794,000

会　議　名 回数 備  　　　　考

総 代 会 2
第一回臨時総代会 (R2.9/25)

通常総代会 (R3.3/23)

理 事 会 14 定例12 回、臨時 2 回
担 当 理 事 会 11 総務 6 回、管理 5 回
監 事 会 5 4月、7月、１0月、1月、3 月
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地域用水監視人

令和３年度 土地改良事業発注状況

事 業 名 地 区 名 工 種 工 事 内 容 契約額(税込) 施 工 業 者 工   期

維持管理事業

1-1号
中央幹線 用水路工 （Ⅱ）BF650型布設 L=10m 345,400 橘建設㈱ R3.10.19 ～

R4.2.25

2-1号
南幹線上流部 用水路工 RCF300×300型布設 L=30m 748,000 ㈲照井工務店 R3.10.19 ～

R4.2.25

3-1号
志和地区南部 用水管工 用水管閉塞補修

DJ φ200　2個、 φ75　1個 440,000 ㈱遠山産業 R3.10.19 ～
R4.2.25

4-1号
片寄犬渕 排水路工 HF1,800×900型布設 L=6m

HF1,000×1,200型布設 L=2m 440,000 ㈲照井工務店 R3.10.19 ～
R4.2.25

土地改良施設維持管理適正化事業
第45期生 八幡東部揚水機 整備補修

主ポンプφ150更新 2 基
着脱装置更新 2 組
全面パッキン更新 1 式

5,500,000 昱機電㈱
向洋電機事業所

R3.10.23 ～
R4.2.25

監視区域 監視人氏名 ( 住所 ) 監 　　視　　 区　　 域

第 1区
北　條　　　清

（紫波郡紫波町平沢）
・稲荷幹線（稲荷頭首工～稲荷幹線３号配水槽～八幡・馬場堰出口）
・中央幹線（中央頭首工～京田分水工～京田）

第２区
畠　山　義　弘

（花巻市石鳥谷町大瀬川）
・葛丸幹線（葛丸頭首工～開拓分水～大瀬川分水）
・葛丸上堰（葛丸一の留～小屋場分水）

第３区
熊　谷　隆　央

（花巻市石鳥谷町大興寺）
・南 幹 線（大瀬川分水～富沢分水工～大興寺配水槽）
・石仏幹線（石仏頭首工～石仏幹線～中寺八幡分水工～黒西取水工）

　山王海土地改良区では、農業用水を使わない冬期間（１０月１日～３月３１日）において、紫波町、花

巻市の要望を受け、生活用水、消防水利、家庭雑排水の希釈等、地域用水対策のため冬の間も水路に水

を流し、監視人を配置して地域の環境保全に努めております。

口座振替にすると…

　口座振替の手続きには時間を要しますので、早め

のお申込みをお願いします。

　尚、「口座振替依頼書」は当改良区、岩手中央農

協紫波支所、花巻農協石鳥谷支店の窓口にございま

す。印鑑（口座使用印）・口座番号をご確認の上、

お手続きをお願いします。

▽納入期限

　令和３年１２月２８日㈫

▽口座振替期日

　令和３年１２月９日㈭
　  ※ 振替日前に、口座残高の確認をお願いします

納入忘れが
防げる！ 金融窓口へ行く

手間が省ける！

口座振替取扱金融機関

＊ 岩手中央農協

＊ 花巻農協

令和３年度 特別会計賦課金納入のお知らせ

（振替口座として登録できる金融機関）
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アドプトとは…
「養子にする」という意味です。地域の
水路・親水施設などを「養子」に、地域
住民などで構成する団体を「里親」に見
立てて「養子」の美化、清掃などに「里親」
が関与するというもので、清掃や緑化
活動を行うことにより施設への愛着心を
深め、利用者のマナー向上と清潔で快
適な地域づくりを推進することを目的と
しています。

アドプト活動報告

◆ 御堂堰、馬場堰「御
みどうぜき
堂堰、馬

ば ば ぜ き
場堰清掃者」

　４月４日(日)、10月３日(日)、構成員約70名の地域住民が参加し、志和町を流れる御堂堰、馬場堰
のアドプト清掃活動が行われました。御堂堰、馬場堰は1660年頃に開削された「滝名川27堰」の水路
で古くから生活用水、防火用水として、農業用水以外にも多面的に利用されている水路です。

◆ 中央幹線用水路「山
さんのうかい
王海水

み ど り
土里会」

　紫波町立紫波第三中学校の前を流れる中央幹線用水路のアドプト活動が6月23日(水)、7月21日
(水)、9月10日(金)に行われました。紫波町内の建設業者６社で構成された山王海水土里会（橘建
設㈱、岡崎建設㈱、佐々木建設㈱、紫波建設㈱、㈲照井工務店、㈲小田島鉄工所）が幹線用水路の
草刈作業を実施しております。

◆ 山王海ダム「山
さんおう
桜会」

　山王海ダムの保守点検、調査、管理会社で構成している山桜会（東北エンジニアリング㈱、むつみ
造園土木㈱岩手営業所)によるアドプト活動が7月15日(木)、9月2日(木)に行われました。山王海ダ
ム周辺の草刈作業を実施しております。

◆ 葛丸ダム「くずまる紅
もみ じ
葉会」

　花巻市石鳥谷町にある葛丸ダムでは去る7月6日(火)、10月8日(金)の両日、実施団体のくずまる
紅葉会（㈱佐賀建設、㈱長澤工務店）が中心となり、アドプト活動が実施されました。平成25年2月
27日にアドプト協定を結び、葛丸ダム周辺の草刈作業を実施しております。

◆ 山吹川「ホタルのすむ山
やまぶきがわ
吹川を守る会」

　平成25年11月1日にアドプト協定を締結したホタルのすむ山吹川を守る会のアドプト活動が 5月
22日(土)、6月16日(水)、7月17日(土)、8月28日(土)、9月19日(日)に行われました。優美な姿
で飛び交うホタルと山吹川を後世に残すため、草刈・清掃・緑化活動を実施しております。
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【退 職】　令和３年９月30日付
 管理課 ダム管理係兼管理係

 芝　西　佑　哉
 平成26年４月１日奉職以来

７年６ヵ月間
 今後のご活躍をお祈りいたします。

７年６ヵ月間
 今後のご活躍をお祈りいたします。

諸変更手続きは速やかに！
　公共機関（市町村・農業委員会・法務局等）や農協で手続きを行っている場合でも、
当土地改良区への届出がなければ各台帳の修正及び変更はされませんので、手続きを
お願いします。

● 耕作地の異動（売買・交換・賃貸借契約及び解約）
● 組合員が死亡又は農業者年金等による経営移譲
● 組合員の住所、振替口座等の変更　等

● 農地を宅地等へ転用
● 公共用地（道路等）の買収による転用　等
※「決済金」の納付が必要となります

● 雨水排水や合併浄化槽処理水の放流
● 土地改良施設を出入口等で他目的に使用　等

　改良区受益地内の農地を賃貸借・売買等（競争落札による取得も
含む）により異動する際、土地改良法第42条１項（権利義務の承継
及び決済）の規定により、新たにその土地を取得した方に義務権利
が継承され、滞納賦課金の支払義務を負うこととなります。後にトラ
ブルが発生しないよう、対象地における滞納賦課金の有無を必ず土
地改良区で確認し、当事者間で滞納金を清算してから賃貸借契約又
は売買契約の手続きをするようお願いいたします。

組合員に関する事項

農地転用に関する事項

他目的使用に関する事項

担当窓口

　会計賦課徴収係

担当窓口

　管　理　係

注 意
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